予算要求資料
平成２６年度当初予算　　　支出科目　款：議会費　項：議会費　目：議会費
	事業名　県議会インターネット中継費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　 議会事務局総務課　管理調整係　電話番号：058-272-1111（内3312）

　　 E-mail：c12159@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　　2,416千円（前年度予算額：492千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	492
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	492

	要求額
	2,416
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,416

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・現在の本会議テレビ中継は、一般質問のみであり、開会日の提案説明、閉会日の討論、委員長報告及び採決は視聴できない。
・一般質問においても視聴時間は限定されており、放送時間終了後に行われた一般質問は視聴できない。（放送時間帯/平日 10:00－15:00）

・現在の録画配信委託は、配信が約１週間後であり、リアルタイムに情報発信できていない。
・都道府県議会の本会議をインターネットでライブ中継していないのは、全国で岐阜県だけ。
（２）事業内容
・岐阜県議会本会議のインターネット配信委託（ライブ及び録画）

（３）県負担・補助率の考え方

・県10/10（岐阜県議会にかかる経費であるため）
（４）類似事業の有無
・岐阜県以外の46都道府県で実施済み
３　事業費の積算内訳
　○初期費用                                                  単位：千円
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	委託料
	431 
	県議会インターネット中継（ライブ）にかかる準備を実施

	工事請負費
	699 
	県議会インターネット中継にかかる議会棟回線工事を実施

	消費税
	90 
	

	計（①）
	1,220 
	


　○ランニングコスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	委託料
	1,107 
	県議会インターネット中継（ライブ・録画）の委託を実施

	消費税
	89 
	

	計（②）
	1,196 
	


　①＋②＝2,416千円
	　決定額の考え方　





４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
・岐阜県議会活性化改革検討委員会の経緯
　平成21年12月　本会議インターネット録画中継実施について議長へ答申

　平成22年４月　 本会議インターネット録画中継開始

　平成25年12月　本会議インターネットライブ中継実施について議長へ答申

　　　　　　　　　タブレット端末機器整備時期については今後の議長判断
（２）他県の状況

	中　継
	備　考

	
	うちライブ

中継
	うち録画

中継
	ライブ中継・録画中継とも：46
録画中継のみ：1（岐阜県）

	47
	46
	47
	


（３）後年度の財政負担
・平成27年度以降　1,196千円/年（ランニングコスト）
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　
本会議のインターネットによる中継について、現在の録画配信に加え、
新たにライブ配信を実施する。



（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	指標を設定するになじまない性格の経費であるため。


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　本会議のインターネットによる録画配信


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

議会活動の一層の透明性向上



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	議会活動の透明性向上を図るうえで重要な手段として必要な事業である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	現在の録画中継は約一週間後の配信であるが、ライブ中継の配信を実施することにより、リアルタイムに情報発信できる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	委託内容は配信に必要な項目である。また執行は会計規則に則っており、効率的に委託を実施している。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　新たな情報機器の普及に併せ、タブレット端末機器での視聴対応も視野

　に入れていく必要がある。　



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　県民への議会広報・情報公開手段として必要な事業であり、今後も継続

して実施する。



財政課で記載します。








